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1.Lightworks ダウンロードとインストール 
 
無料の動画ソフトで会員登録すれば継続して使うことができます。2017 年 11 月現在の最

新バージョンは 14 です。 
 
1.1 ダウンロード 

①公式サイトへ行きます 
https://www.lwks.com/ 
 
※参考 
ここにダウンロードの手順が公開されています。 
http://douga-tec.com/?p=10286 
 
 
②「Download」のメニューをクリックし、機種を選択します。 

 
 
Windows の場合は 32 ビットか 64 ビットのいずれかを選択します。 
 
※Windows 機のビット数を確認する方法 
パソコンのコントロール・パネルを開き、「システム」をクリックします。 
「システムの種類」という項目の箇所に使用しているパソコンのビット数が記載 
されています。 
 
※パソコンのメモリは最低も 3GB 以上ないとパフォーマンスが落ちます。 

https://www.lwks.com/
http://douga-tec.com/?p=10286
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Windows の場合は下記のようなアイコンがダウンロード後表れます。 

 
上記のファイルをダブルクリックするとインストールが実行されます。 
 
1.2 インストール（画面は変更されていることもあります） 
①下記のメッセージでは「Japanese（日本語）」のままでＯＫボタンを押下します。 
 

 
 
②ライセンスに同意し、「次へ」をクリックします。 
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インストールが開始されます。（完了するまで少し時間がかかります） 

 
 
途中で下記のような画面で止まりますが、何もせず「次へ」をクリックして大丈夫です 

 
このように後２回ほど画面が止まりますが、「次へ」で進めて問題ありません。 
「完了」の文字が表示されたら、インストールは終了です。 
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2.起動 
 
2.1 起動 

 
インストール後にパソコンのデスクトップ画面に出来たアイコンをクリックして起動。 

 
 
このような初期画面が表示されます。 
※動画編集作業行うと枠内にサムネイルが表示される。 
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一週間たったら下記のような画面が表示されます。 
 
ユーザー登録をしなければ、引き続き利用できません。 
メールアドレス 
フルネーム（英字） 
任意のユーザネーム（英字） 
パスワードを入力し、簡単なアンケートに答えれば終了。 

 
登録したユーザーネームやパスワードを入力してログインする。 
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ユーザーネームやパスワードを入力して拒否される場合は、 
まだ、認証（アクティベーション）されていないケースですので、登録したメールに 
届いた下記のメッセージの下のある URL をクリックすればＯＫ。 
 
our account has been created and must now be activated - click on the following link, or 
copy and paste it into your web browser: 
 
このようなメッセージが表示されれば認証完了。 
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2.2 日本語化について 

英語のソフトなので日本語化したい方は次の手順で日本語化できます。 
① 日本語化する場合、スタート画面の右上の設定（歯車）ボタンから Wording を選択。 

 
 
② Wording ウインドウの右上の設定から「Import wording」を選択します。 
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「Japanese」を選択し、クリック これで日本語化完了です。 
 

 
 
 
注意：Windows マシンの場合、日本語すると、次回にエラー表示されて起動しなくなる 
ことがあります（バージョンアップにより改良される可能性もあります）。 
エラーで起動しなくなった時は、次の手順で一つのファイルを削除します。 
「コンピュータ」→「C ドライブ」→「ユーザー」→「パブリック」→ 
「パブリックのドキュメント」→「Lightworks」内の「Preference」から Rewording.Txt
を削除すれば英語表示に戻りますが起動できます。 
※パスで記述すると下記の通り 
C:¥Users¥Public¥Documents¥Lightworks¥Preferences 
 
 
 
 
初心者の方で使用機種が Windows の場合は日本語化しないほうが無難です。 
日本語化してもメニューのすべてが日本語表示されるわけではなく、しかも英語表示 
を直訳したような単語なので解りにくい、よく使う機能は限られているので、慣れて 
しまえば英語でも問題ありません。 
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参考：エラーを回避する方法があります。下記は日本語化した後の画面。 
 
 

 

左下の検索に「IO デバイス」という文字を入力するのですが、日本語が入力できないので、 
メモ帳などのテキストエディターで予め入力し、コピペし、検索をクリック 
該当の箇所でこの文字を表現している日本語を削除します。 
 
同じように「システムサウンド」という文字を探し、削除すれば、日本語化しても 
次回起動します。 
 
この作業が終わったら、右上の×ボタンをクリックしこの画面を閉じれば、最初の画面 
にもどります。 
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2.3 プロジェクト作成（新規作成） 

 
左上の「Create a New Project（新しいプロジェクトを作成する）」 をクリック。 
 

 
 
「New Project details」画面が表示されます 

 
 
Name は任意で決めます、ここでは Name＝「test」とする。 
Frame rate は choose メニューから「auto」を選択。 
Create ボタンをクリック 

 
 
用語：Frame rate(フレームレート)とは 
1 秒間のコマ数。単位は fps（frames per seconf）。 
テレビは 29.97fps で約 30fps。フレームレート数を上げると動きが滑らかになりますが、 
ファイルが大きくなります。画質にこだわらなければ、20fps ぐらいに落とすことも多い。 
特に拘りがなければ[Auto]を選択しておけば問題ありません。 
 
 
 

日本語化した場合 
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3.初期画面 
プロジェクト（Project）を作成すると 
下記のような画面になります。 

 

 
 

 

 
編集したいファイルは「Local Files」から選択します。 
 
予め編集に使用するファイルは一つのフォルダーにまとめておくと便利です。 
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参考：日本語化している場合の初期画面 
一部のみしか日本語化されない。 
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[参考]読み込めない動画は、ファイル形式を変換すれば読み込める事が多い。 
https://www.onlinevideoconverter.com/ja/cloud-converter 
 
・ファイル選択メニューのアイコンの意味 

 
←    戻る 
→    進む 
     上のフルダーへ 
Places ファイルの場所を直接選択 
 
編集に使用するファイルを複数指定できます。 

選んだ後は、画面左下にある  の「Import」（インポート）

を選択します。 
Import したファイルは「Projects Contents」に表示されます。 
 
練習 1:サンプル動画ファイルを選んでみましょう。 
ファイルを右上部（No Source）のプレビュー画面にドラッグさせて、再生ボタンを押し、

内容を確認します。 

 



14 
 

一つのファイルをクリップ（Clip）と表現します。 
一旦、取り込んだクリップを削除する場合は、そのクリッップ上でマウスの右クリックで 
ショートカットメニューを表示させます。 
「Delete this clip」を選べば削除できます。 
元のファイルは消されることはありません。 
                        

 
 
 日本語化した時の同じメニュー 

 
 
赤く表示されているファイルは、フレーム数が低いデータなどが原因でインポートできな

い。 
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4.編集（よく使う） 
4.1 動画に文字（タイトルなど）を付ける 

（1）編集状態にするために。上部のナビゲーションメニューの「EDIT」で編集トラック

「V1」へドラッグします。（最初だけ） 

  
（日本語化した場合 AUDIO がオーディオになるだけ） 
 

 

 
タイムメモリのズームイン、ズームアウトを利用すると編集しやすくすくなる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

ドラッグをする 
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（2）上部のナビゲーションメニューの「VFX」（ビデオエフェクトビュー）をクリック 

 
 

 

 
編集作業の開始と終了はこのボタンを使う。 

 
       

開始位置   終了位置 
削除  

 
現在の赤い再生線の位置に設定されるので、位置をずらしながら設定します。 
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① 開始位置と終了位置を設定 
 
ボタンを選択した後、時間メモリの所をｸﾘｯｸすれはマークが付きます。 
位置はドラッグで簡単にずらす事ができるので適当でも大丈夫。 
 
このように設定 
 

 
 
テキスト編集専用のトラックを設定したほうが編集しやすい。 
②             ここで右クリックし、メニューを表示させる。 
「Effects」の中の「Add(加える)」に合わせ、その中の「Text」に項目の中の「Titles」 
を選択する。先ほど設定した位置にテキスト領域ができる。 
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この箇所に入力する 
 

 

 
最初は「Sample Text」と入力されているので、自身の希望するタイトルを入力する 
ここでは「雲の動き」と入力します。 
 
入力したら、赤い再生線を先頭にずらし、再生ボタンを押し確認する。 
    ↓ 

 
 
文字の表示位置はマウスのドラッグで簡単に移動できる。 
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文字自体にも様々な効果を付けることができます。 

 

※日本語入力の時は、入力後 Titles 内をクリックして確定させる必要が場合があります。 
 
Font   文字の書体 
Face   色、グラディエーション、光沢 
Position  位置 ※タイトルの位置はマウスのドラッグで移動できる。 
Shadow  文字に影を付ける 
Outline  輪郭（アウトライン） 
Effects  効果：タイプライティング表示、フェイドアウト 
 
例えばタイトル文字を自然にフェイドアウトさせる場合は 
「Effects」を選択し「Out」の項目で‘Fade’を選択、ファイドアウト時間の長さも 
設定できる（下の画面では 0.75 秒） 
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4.2 動画の再生時間を短くする（EDIT） 
 
再生時間を 10 秒に変更してみます。 クリップのトリム編集を使います。 
① 動画の最終位置に内側にマウスを合わせクリックすると ] という枠が付きます。 

 
② 内側にマウスを合わせて左にタイムメモリが「00：00：10.00」の位置までドラッグ。 

プレビュー画面の右に表示されている Close(クローズ) をクリックしトリム作業を終

了させます。 
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4.3 動画の一部分をカットして繋ぐ（EDIT） 

 
① カットしたい頭の所に赤再生線を合わせて、開始位置をクリック。 

 
② 赤再生線をカットする最後の位置に合わせ、終了位置をクリック。 

 
 

③ カットする部分にマウスを合わせ、デリート（Delete）ボタンをクリック 

   
 

 

 
Delete した部分が消去し、後ろのデータが自動的につながる。 
 
※後ろのデータを詰めずに、取り除く場合（空白ができます）はリムーヴ（Remove） 
ボタンを選ぶ。（別の動画を差し込む時などに使う） 

 
 

①  ② 
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4.4.BGM を付ける 

オーディオファイルを準備する必要があります。 
オリジナルか、フリーの音源を用意し、動画ファイルと同じフォルダーに 
格納しておくと便利です。 
そのファイルを Import します。 
 
① 編集タイムラインで右クリックし「Track」→「Add audio」を選択 

 
 
 
② 「A1」というラインが追加されます。 
そのライン上に使用するオーディオファイルをドラッグします。 
波形のあるデータが音声（音楽ファイル）です。 
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メニューを AUDIO に切り替えると、音量のコントロールができる。 

 
扱うＢＧＭによっては、オーディオ・ファイルを変換する必要があります。 
オンライン・オーディオ・コンバーターのサイトを利用すると便利です。 
http://online-audio-converter.com/ja/ 
 
とくにＭＰ４の場合ＣＤなどで使うサンプルレート 44.1KHZ だと、うまく行きませんでし

た。WAV ファイルを用意するか、レートを 48KHZ に変更する必要があります。 
その場合も上記のオンラインサービスが役に立つ。 
 
【参考】フリーの音楽データについて 
google のアカウントを持って入れば、youtube のサイトで「クリエイターツール」 
を使えば「オーディオライブラリ」から、無料で使用できる音楽や効果音をダウンロード 
できます。 
https://www.youtube.com/audiolibrary/music 
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4.5.その他の効果（色彩の効果など） 

ビデオ・エフェクト・ビュー（VFX）で左上の「＋」をクリック 
 

 
 

 
 
 
 
 

Favourites  お気に入りとして登録した効果 
Colour    色の効果 
DVE     3 次元的効果など 
Key     クロマキーの効果など 
Matte    素材・オブジェクト 
Mix          ワイプ効果など 
Plugin       プラグイン 
Stylize       画像加工効果（モザイク、シャープなど） 
Text         文字効果 
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4.5-1 画像に動きを付ける 
例：スライドショーなどで、静止画像に動きをつける方法。 
 
●二枚の静止画像を読み込み、一枚に PUSH（押し出す）効果を付ける。 

 
① 赤い再生線を最初の絵に合わせておく 
② 上部のナビゲーションメニューから「ＶＦＸ」を選択 
③ 左上の「＋」をクリックし、「ＭＩＸ」を選択 
④ 「PUSH」の効果をダブルクリック。左側に「PUSH」の設定が表示される。 

（1 枚目の絵の全体に適用される） 
デフォルトは Right（右）だが、下記の箇所をクリックすると上下左右に設定可能 

 

 
時計マークをクリックし、パラメータ（％）をスライドさせることで 
変化の度合いを調整できる。再生しながら動きを確認すると解りやすい 

 

 ※左下の Keyframes を利用してフレームの途中で変化を付けることができる。 
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4.5-2 画面切り替え効果（トランジション）を追加する。  
 
一つの動画内に複数のファイルを使用する時、カット間の切り替えの際にぶつ切りのよう

に突然次画面に変わるより効果を付けたほうが見ていても違和感なく楽しめます。 
 
方法 
① ファイルを読み込んだ後にナビゲーションメニューの「EDIT」で確認します。 
② 「EDIT」メニューの右にある「VFX」を選択します。 
③ 画面したにあるタイムラインに異なるファイルが並んで境目にマウスを合わせて右ク

リックを押します。 
この時そのメニューの中に「Tansitions」という項目が見えていない時はマウスの位置

が境目から外れていますので注意してください。 
④ 「Transitions」メニューの中の「Add」をクリックし、「Squeeze」「Dissolve」「Wipe」

「Push」「Luma Wipe」の効果を付けることができます。 

 
例えば「Squeeze」を選択すると本をめくるるような効果がありますが、その方向など 
詳細な設定は左側の設定パネルで指定できます。 
「Dissolve」は前の画像を薄くしながらが、オーバーラップ表示させます。 
「Wipe」は好きな方向から次画面をスクロールさせながら表示させます。 
「Push」好きな方向から次画面が押す出すような効果。 
「Luma Wipe」にじみ出るような効果です。 
 

⑤ 方向などは左の設定パネルで行います。 
この時、マウスをトランジションの位置に合わせておく必要があります。 

 
一度設定すると「Add」は無くなりますが、「Replace with」のメニューで変更可能。 
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5.保存（Export） 
 
ここでは「MP4」ファイルを作成する。パソコンや YouTube で閲覧できる。 
 
① 編集中のタイムラインの所で右クリックし、メニューを表示させる。 
② 「Export」を選択し、「YouTube」をクリック。 

 

③ Name のエリア（初期値は Automatic）に任意の名前を入力します。 

 

④ 最後に「Start」（保存開始）ボタンをクリックします。 
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7 動画のアップロード 
完成した動画を YouTube に投稿するとインターネットを通して多くの人が観ることが 
できます。 
 
① GOOGLE アカウントを取得する 

http://www.youtube.com/ 

 

「ログインボタン」から「アカウントの作成」ボタンを選択し、アカウントを作成 

 

② 自分の YouTubeアカウントにログインし、上部の「アップロード」ボタンをクリックし

ます。 

  

「アップロード」ボタン 

 

動画ファイルを選ぶかドラッグして「処理が終了しました」となったら「公開」をクリッ

クして処理を終了させてください。作成された URL をクリックすれば、アップロードした

動画を見ることができます。 

 

「公開する」 
① 公開：YouTube 上で公開されます。 
② 限定公開：動画リンクを知っている人のみ公開 
③ 非公開：あなた以外に見れません 
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2017 年 10 月制作 
仕様が変更になることがあります。予めご了承ください。 
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